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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

最
近
、
め
っ

き
り
秋
ら
し
さ

を
感
じ
る
様
に

な
り
朝
方
も
気

温
が
下
が
り
少

し
肌
寒
い
と
感

じ
る
と
思
う
今

日
こ
の
頃
だ
▼

以
前
の
職
場
で
同
僚
で
あ
っ
た
阿

蘇
出
身
の
大
先
輩
か
ら
「
お
な
ご

騙
し
」
の
季
節
に
ま
つ
わ
る
話
を

思
い
出
し
た
▼
や
っ
と
夏
が
終
わ

り
秋
だ
な
〜
と
思
っ
て
い
た
ら
、

何
や
ら
気
温
が
下
が
り
は
じ
め
、

家
を
預
か
る
奥
様
方
は
慌
て
て
衣

替
え
や
冬
の
支
度
に
向
け
て
バ
タ

バ
タ
と
準
備
を
始
め
る
が
、
準
備

が
終
わ
っ
た
次
の
週
に
は
ま
た
暑

さ
が
戻
り
、
そ
ん
な
に
準
備
を
慌

て
る
必
要
は
な
か
っ
た
ん
だ
よ
と

い
う
話
だ
▼
今
年
の
冬
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
違
っ
た
冬
に
な
り
そ
う

な
感
じ
だ
し
、
今
年
の
冬
は
冷
え

込
み
が
キ
ツ
く
な
る
と
長
期
予
報

で
言
っ
て
た
よ
と
同
僚
か
ら
も
聞

い
た
と
こ
ろ
だ
▼
今
年
の
冬
も
新

型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
な
ど
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、「
非
常
事
態
宣
言

解
除
」「GO to

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

あ
た
り
か
ら
緩
ん
で
る
感
が
否
め

な
い
感
じ
だ
▼
新
生
活
様
式
ス
タ

イ
ル
に
従
い
、
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ･

イ
ン
フ
ル
な
ど
に
自
分

も
感
染
し
な
い
し
、
家
族
や
同
僚
、

仲
間
に
も
感
染
さ
せ
な
い
こ
と
を

念
頭
に
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み

た
い （
た
） 年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『コロナ間で元気を！』
（撮影者：寺田雄一郎・宮崎南部分会）

　

森
林
労
連
共
済
推
進
本
部
は
、

「
2
0
2
1
年
1
月
セ
ッ
ト
共
済
継

続
申
込
書
」
の
契
約
更
新
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
台
風
、
豪
雨

と
自
然
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
組

合
員
が
被
害
を
受
け
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
労
連
共
済
推
進
本
部
で
は
、

2
0
2
1
年
1
月
契
約
更
改
期
に
お

い
て
、
自
然
災
害
に
備
え
保
障
が
十

分
か
ど
う
か
、
自
身
で
点
検
し
、

万
一
の
際
の
住
宅
や
家
財
の
再
建
費

用
確
保
の
た
め
、「
火
災
共
済
」
の

加
入
と
「
自
然
災
害
共
済
」
の
付
帯

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
2
0
2
1

年
1
月
セ
ッ
ト
共
済
継
続
申
込
書
」

に
同
封
さ
れ
て
い
る
総
合
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
加
入
の
ご
案
内
」
を
参
照

の
う
え
、
今
更
改
を
機
会
と
し
た
保

障
の
見
直
し
に
よ
る
更
新
お
よ
び
継

続
加
入
の
検
討
が
要
請
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
取
扱
い
さ
れ
て
い
る
各
種

「匠の一言」　
　宮崎から元気を（シーガイアリゾートホテル）

も
し
も
の
時
に
備
え
を

森林労連共済2021年契約更新

【
田
畑
通
信
員
：
地
本
青
女
】

　

９
月
12
〜
13
日
、
地
本
青
年
女

性
委
員
会
は
、
第
１
回
常
任
委
員

会
を
熊
本
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
常
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
１
名
が
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
で
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
第
１
回
常
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
第
15
回
委
員
長
会
議

で
決
議
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
今

後
の
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
き
な
柱
は
、
女
性

集
会
の
開
催
で
す
。
各
常
任
が
案

を
出
し
合
い
議
論
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
職
員
の
採
用
は
近
年
増
加

傾
向
に
あ
り
、
委
員
長
会
議
の
中

で
も
「
先
輩
方
の
話
を
聞
き
た

い
」「
結
婚
後
の
転
勤
関
係
や
出

産
・
育
児
に
関
す
る
話
を
聞
き
た

い
」
等
の
要
望
が
あ
り
、
女
性
職

員
が
こ
の
先
の
国
有
林
野
に
対
し

て
不
安
に
感
じ
る
思
い
が
掘
り
起

こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
催
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

未
定
の
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
近

日
中
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
は
例
年
ど
お
り
、

組
織
態
勢
強
化
、
分
会
定
例
会
の

開
催
、
大
衆
諸
行
動
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
組
織
態
勢
強
化
に
つ
い
て

は
、
月
１
回
以
上
の
集
ま
る
場
の

確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
集
ま
る
時
期
や
規
模
、

方
法
等
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
活
動
を
継

続
し
団
結
力
を
高
め
て
展
開
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

不
安
が
あ
る
場
合
や
何
を
活
動

し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
分
会
の
先
輩
方
、
執
行

部
や
常
任
で
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が

あ
り
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
相
談
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
年
間
行
動
計
画

や
分
会
活
動
報
告
、
中
央
段
階
に

お
け
る
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
終
了
後
に
は
、
九
州
地

本
執
行
部
と
の
交
流
会
も
開
催
さ

れ
、
地
本
・
常
任
部
間
で
の
団
結

力
も
強
固
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
役
員
体
制
で
の
任
期
は

残
り
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
各

常
任
が
全
力
で
青
年
女
性
委
員
会

の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

～地本青年女性委員会　第１回常任委員会～

今後の活動の方向性を議論

　

林
野
労
組
は
、
2
0
2
1
春
季
生

活
闘
争
に
向
け
、
公
務
労
協
と
連
携

を
図
り
、
今
後
の
賃
金
等
労
働
条
件

の
改
善
や
、
当
面
す
る
重
点
課
題
に

係
わ
る
取
り
組
み
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
、
組
合
員
の
生
活

実
態
や
当
面
す
る
運
動
課
題
に
つ
い

て
の
意
識
に
関
し
て
、「
公
務
・
公

共
部
門
労
働
者
の
生
活
実
態
に
関
す

る
調
査
」
の
実
施
に
つ
い
て
指
示
を

発
出
し
、
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

①
組
合
員
の
生
活
実
態
等
の
把
握

を
行
う
と
と
も
に
、
公
務
労
協
・
公

務
員
連
絡
会
と
し
て
の
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善
に
つ
い
て
要
求
に
反
映

さ
せ
る
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は

「
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
措
置
」「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
仕
事
」

「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
」
に
つ
い
て

組
合
員
の
問
題
意
識
を
把
握
し
、
今

後
の
取
り
組
み
に
活
か
す
。
②
春
季

生
活
闘
争
時
に
お
け
る
総
合
的
な
労

働
条
件
改
善
要
求
（
案
）
等
に
つ
い

て
組
織
確
認
を
行
い
、
要
求
書
を
提

出
す
る
。
③
決
定
さ
れ
た
要
求
に
つ

い
て
は
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
も

の
と
す
る
こ
と
や
、
職
場
か
ら
の
闘

い
の
展
開
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

る
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
組
期
間
は
、
地
本
指
示
で
10
月

16
日
ま
で
で
す
。

　

2
0
2
1
春
季
生
活
闘
争
前
進
に

向
け
、
全
組
合
員
で
取
組
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

2
0
2
1
春
闘
の
前
進
に
向
け

　「
公
務
・
公
共
部
門
労
働
者
の

 

生
活
実
態
に
関
す
る
調
査
」
を

 

取
組
中

共
済
に
つ
い
て
も
増
口
な
ど
の
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

契
約
更
改
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き

は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

・ 
現
在
の
契
約
内
容
で
更
新
す
る

場
合
は
、「
2
0
2
1
年
1
月

セ
ッ
ト
共
済
継
続
申
込
書
」
の

提
出
は
不
要
で
す
。

　

・ 

現
在
の
契
約
内
容
を
変
更
す
る

場
合
は
、「
2
0
2
1
年
1
月

セ
ッ
ト
共
済
継
続
申
込
書
」
の

該
当
箇
所
を
訂
正
し
、
契
約

者
・
印
欄
に
署
名
押
印
の
う
え
、

所
属
（
分
会
）
担
当
者
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
所
属
の
担
当
者
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
面
の
活
動

10
月
1
日　

安
全
祈
願
（
金
峰
山
）

　
　
　
　
　

西
都
児
湯
大
会（
書
面
）

　
　

２
日　

技
術
セ
ン
タ
ー
大
会

　
　
９
日　

全
国
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）

　
　

10
日　

全
国
共
済
理
事
会

　
　
　
　
　
（
書
面
会
議
）

　
　

19
日　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
　
　
　

交
渉
（
福
岡
市
）

　
　

21
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

23
日　

第
2
回
地
本
役
員
推
薦

委
員
会

　
　

28
日　

地
本
執
行
委
員
会

11
月
４
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

11
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　

林
退
会
拡
大
幹
事
会

　
　

13
〜
15
日　

新
採
労
働
学
校

　
　
　
　
　
（
東
京
）
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今
回
、
熊
本
南
部
分
会
か
ら
は

今
年
度
で
現
職
最
後
の
１
年
と
な

ら
れ
た
緒
方
省
一
郎
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

緒
方
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
土
木
・

治
山
を
長
年
担
当
さ
れ
経
験
・
知

識
も
豊
富
で
現
在
に
お
い
て
も
、

業
務
グ
ル
ー
プ
土
木
担
当
（
ベ
テ

ラ
ン
）
と
し
て
日
々
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

趣
味
は
以
前
宮
崎
署
へ
転
勤
さ

れ
た
の
を
機
に
５
年
前
か
ら
マ
ラ

ソ
ン
を
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
各

地
の
大
会
に
も
参
加
し
走
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
走

る
こ
と
が
一
番
嫌
い
な
こ
と
だ
っ

た
そ
う
で
タ
バ
コ
も
そ
の
際
に
休

止
さ
れ
何
の
禁
断
症
状
？
も
な
く

愛
煙
家
か
ら
き
っ
ぱ
り
と
足
を
洗

え
た
と
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
各
地

の
大
会
の
中
止
が
相
次
ぎ
ま
た
、

７
月
の
豪
雨
に
よ
り
練
習
場
所
と

し
て
い
た
運
動
公
園
等
も
仮
設
住

宅
が
建
ち
走
る
場
所
が
な
い
の
が

悩
み
だ
そ
う
で
す
。

　

あ
と
、
も
う
一
つ
の
趣
味

で
あ
る
バ
イ
ク
に
よ
る
ツ
ー

リ
ン
グ
も
以
前
は
九
州
外
へ

も
行
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
マ
ラ
ソ
ン
と
同
様
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
今

年
は
遠
出
す
る
こ
と
な
く
数

え
る
く
ら
い
し
か
乗
れ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
今
後
は
体

が
動
か
せ
て
環
境
に
も
優
し

い
自
転
車
の
バ
イ
ク
（
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
）
も
始
め
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

退
職
ま
で
約
半
年
と
な
ら
れ
ま

し
た
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
等
を
基

に
我
々
後
輩
を
指
導
・
助
言
し
て

い
た
だ
き
更
な
る
ご
活
躍
を
組
合

員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
江
口
通
信
員
：
屋
久
島
】

　

屋
久
島
分
会
は
9
月
5
日
、
森
林

管
理
署
会
議
室
に
お
い
て
、
第
16
回

分
会
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
来
賓
等
の
呼
び
か
け
を
行
い

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と

し
て
来
賓
も
招
待
せ
ず
組
合
員
の
み

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
下
分
会
副
執
行
委
員
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
大
会
議
長
に

松
井
、
大
会
書
記
に
山
口
（
強
）
両

名
を
選
出
し
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し

た
。

「愛煙家から愛走家へ」
緒方省一郎さん（熊本南部分会）

今
後
一
年
の
闘
い
の
方
針
を
確
認

〜
各
分
会
で
定
期
大
会
を
開
催
〜

分会組合員全員で

走る仲間たちとの１枚
（緒方さんは前列１番右）

　

冒
頭
、
吉
村
分
会
執
行
委
員
長
は
、

「
中
国
が
起
源
と
い
わ
れ
る
『
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
』
の
影
響
で
、
今
年

の
春
先
頃
か
ら
各
種
会
議
や
メ
ー

デ
ー
も
中
止
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
も
『
新
型
コ
ロ
ナ
』
は
い

ま
だ
に
衰
え
る
状
況
に
な
い
。
こ
の

よ
う
な
中
、
分
会
も
オ
ル
グ
の
中
止

屋

久

島

【
平
松
通
信
員
：
福
岡
】

　

福
岡
森
林
管
理
署
分
会
は
、
８
月

28
日
に
署
会
議
室
に
お
い
て
、
福
岡

森
林
管
理
署
分
会
第
16
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
組
合
員
約
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
開
催
自
体
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
夕
方
短
時
間
で

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
九

州
地
本
、
前
川
執
行
委
員
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
あ
と
、
九
州
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
各
分
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
分
会
執
行
部
か
ら

２
０
１
９
年
度
経
過
と
総
括
、

２
０
１
９
年
度
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
、
２
０
２
０
年
度
運
動
方
針

（
案
）、
２
０
２
０
年
度
予
算
（
案
）

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）、

大
会
宣
言
（
案
）
が 

採
択
さ
れ
、

最
後
に
髙
本
分
会
執
行
委
員
長
の

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
無
事
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

福

岡

【
高
森
通
信
員
：
北
薩
】

　

８
月
７
日
、
北
薩
森
林
管
理
署
会

議
室
に
お
い
て
、
第
17
回
林
野
労
組

北
薩
森
林
管
理
署
分
会
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
渦
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
出
席
者
全
員
の
マ
ス
ク
着

用
、
出
入
り
口
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

【
牧
瀨
通
信
員
：
佐
賀
】

　

９
月
５
日
、
佐
賀
分
会
は
署
入
札

室
に
て
第
16
回
分
会
定
期
大
会
を
開

催
し
、
16
名
が
出
席
し
て
、
今
後
の

闘
い
に
向
け
た
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

大
会
は
石
田
委
員
長
よ
り
開
会
の

あ
い
さ
つ
、
大
会
成
立
宣
言
が
行
わ

れ
、
橋
本
議
長
に
よ
り
議
事
が
進
行

し
ま
し
た
。
冒
頭
、
石
田
分
会
執
行

委
員
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
私
た
ち
を
取

　

冒
頭
、
戸
島
分
会
委
員
長
よ
り
、

「
組
合
組
織
の
態
勢
に
お
い
て
、
全

国
的
に
組
合
未
加
入
者
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
今
後
の
組
織
態
勢
の
確

立
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
態

勢
確
立
を
進
め
る
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
が
組
織
運
営
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
の
か
し
っ
か
り
議
論
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
過
去
の

労
働
組
合
の
歴
史
を
知
ら
な
い
若
い

組
合
員
へ
労
働
運
動
の
歴
史
と
必
要

性
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
創
意
工
夫
し
な
が
ら
様
々
な

取
り
組
み
を
行
い
、
引
き
続
き
職
場

内
外
で
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
九
州
地
本
よ

北

薩

佐

賀

分会全体で意思統一

分会組合員全員での団結がんばろう

な
ど
活
動
も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
、
１
年
間
の
闘
い
の
総
括

と
未
来
あ
る
発
展
的
な
討
論
を
お
願

い
す
る
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
後
藤
分
会
書
記
長
か
ら

闘
い
の
経
過
と
総
括
、
運
動
方
針
案
、

岩
下
副
委
員
長
か
ら
決
算
報
告
、
予

算
案
の
議
案
提
案
が
あ
り
、
質
疑
討

論
に
入
り
ま
し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
未
組
織
者
の
加

入
対
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

分
会
は
、
よ
り
強
固
な
組
織
態
勢
確

立
の
た
め
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
承
認
採
択
が
行
わ
れ
、

分
会
提
案
の
議
案
、
役
員
選
出
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会
宣
言
に
つ
い

て
も
満
場
一
致
で
採
択
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
緒
方
新
委
員
長
に
よ
る

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

新
役
員
は
以
下
の
と
お
り

執
行
委
員
長 

緒
方　

誠
治

副
執
行
委
員
長 

岩
下　

晃
之

書
記
長 

江
口　
　

晃

執
行
委
員 

諌
山
雄
一
郎

規模を縮小しての屋久島大会

り
山
口
執
行
委
員
を
迎
え
、
激
励
の

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
橋
本
議
長
の
ス
ム
ー
ズ

な
議
事
進
行
に
よ
り
、
２
０
１
９
年

度
経
過
と
総
括
及
び
２
０
２
０
年
度

運
動
方
針
に
つ
い
て
提
案
し
承
認
・

採
択
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
の
運

動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
山
部
執

行
委
員
、
後
藤
執
行
委
員
の
２
名
が

加
わ
り
、
新
執
行
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
戸
島
分
会
執
行
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
に
基
づ
き
、

一
枚
岩
と
な
り
組
合
活
動
を
展
開
し

て
い
く
事
を
組
合
員
全
員
で
確
認
し
、

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
が
、
労
働
条
件
の
改
善
・
向

上
に
向
け
て
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
た
め
、
活
発
な
議
論
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
来
賓
の
制
限
が
あ
り
、
九

州
地
本
か
ら
前
川
地
執
の
来
賓
の
み

と
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
あ
い
さ
つ
後
、
執
行
部
よ

り
2
0
1
9
年
度
の
闘
い
の
総
括
、

決
算
報
告
、
2
0
2
0
年
度
運
動
方

針
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）
の
提
案

が
あ
り
、
討
論
の
の
ち
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
員
改
正
で
は
、
新
た
に
、
牧
瀨

和
孝
書
記
長
及
び
春
田
魁
登
執
行
委

員
が
執
行
部
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言

の
採
択
が
行
わ
れ
、
石
田
分
会
執
行

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
全
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

分
会
執
行
体
制
は
次
の
と
お
り
。

執
行
委
員
長 

石
田　

義
幸

書
記
長 

牧
瀨　

和
孝

執
行
委
員 

副
島　

利
博

執
行
委
員 

春
田　

魁
登

【
鶴
山
通
信
員
：
大
隅
】

　

９
月
４
日
に
第
16
回
大
隅
分
会
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
九
州
地

方
本
部
よ
り
加
藤
書
記
長
に
来
て

い
た
だ
き
、
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
大
会
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
、
そ
し
て
定
員
要
求

の
課
題
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
の

あ
り
方
、
働
き
方
の
改
善
に
向
け
て

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
運
営
に
つ
い

て
も
、
各
種
運
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
組
合
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
で
き
る
こ
と
を
、
確
実
に
一
つ
ず

つ
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
隅
分
会
を
組
合
員

一
人
一
人
が
団
結
し
て
、
一
枚
岩
と

な
り
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、

団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
て
閉
会
し
ま
し

た
。 大

隅

あいさつする米本分会執行委員長 今後１年間の運動方針を全体で確認


